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市政を問う
議会からあなたへ

議会閉会中の継続調査結果がまとまりました。

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は
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議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。。

　昨年１２月に議会閉会中の継続調査付託を議決し、
調査テーマにそって、現地調査、意見聴取、討議
を重ねてきました。
　このほど４つの常任委員会が取り組んできた調
査結果がまとまり、その成果を議長に報告しまし
た。
　また、市への提言として９月２９日の本会議にお
いて、各常任委員長が報告をしました。

常
任
委
員
会
の
活
動

常
任
委
員
会
の
活
動
のの

成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す

成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。。

特
集

調査研究テーマ常任委員会名
都市交流の推進について（足立区、墨田
区、台東区との都市交流について）総　　務

堆肥化センターの利用促進について環境経済
医療費の削減について文教民生
水害防止を目指して取り組む道路、河
川の対策等について（水害を受けた市
街地等の現状、課題と対策について）

建設水道

　担当部局との意見交換、足立区への行政視察を実施し、都
市交流の重要性を提言にまとめました。
①民間交流の促進　参加型のイベントを企画する等の仕掛け
づくりを工夫すべきである。
②子どもの交流促進　成長過程で異文化、環境に触れること
の重要性に鑑み、子どもたちの心に残る交流を継続して行
うこと。
③足立区野外レクリエーションセンター跡地利用の促進　地
元住民の利益となり、都市間交流の拠点となりうる利用を
足立区に要望すること。
④防災協定　足立区、墨田区、鹿沼市の自治体の防災担当職
員が連携、協力し計画づくりに着手すべきである。
⑤職員交流　担当職員の交流を積極的に進めるべきである。

○都市交流の推進について（足立区、墨田区、台
東区との都市交流について）

総務常任委員会

　施設の深刻な劣化を目の当たりにし、「施設の改善」を検討
しました。現地調査、視察、意見交換会等を実施し課題を洗
い出しました。センターが本来の機能を取り戻し、設立当初
の理念に近づくことができるよう以下の提言をします。
①「センターの存続」を堅持することを念頭に早急に施設の
改修、改革を進めること。
②先進・成功事例調査、技術提案の検討を行うこと。
③改修費用、運営コストを抑え、市民から理解が得られるよ
うな経営を行うこと。
④一時受入中止中も現利用者が安心して経営を続けられるよ
う支援を行なうこと。

○堆肥化センターの利用促進について

環境経済常任委員会
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　９月２９日９月議会最終日に新しい常任委員会委員を選任（１５ページをご覧ください）し、議
会開会中の継続調査付託を議決しました。以下が各常任委員会の新しいテーマです。これから
概ね１年間調査研究を進めます。

　わが国において医療費の増加は国民の大きな関心事で、鹿
沼市の国民健康保険事業も例外ではありません。担当部局と
の学習会、鹿沼薬剤師会、鹿沼歯科医師会との意見交換会を
実施し、市の医療をめぐる現状を調査しました。
①健康診査の受診を心がける　病気の早期発見、早期治療が
医療費の削減（抑制）につながる。

②ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用を心がける　　
患者個人の医療費負担を軽くすることができ、市全体の医
療費削減にも大きく貢献することが期待される。

③医療機関の適正な受診を心がける　診療時間外の受診、重
複受診は避ける。

○医療費の削減について

文教民生常任委員会

　鹿沼市でも近年河川の急激な増水による、道路、住宅の浸
水等甚大な被害が発生しています。住民が安心して生活でき
るよう、諸施策を積極的に行うことを要望します。
①行政と住民との協働による水害防止対策　雨水が流出する
高台等に雨水タンク導入を促進すること。
②行政各所管の連携による水害防止　検討組織を設置し、課
題解消に連携しながら取り組むこと。
③公共施設に貯水施設としての機能を持たせる　地下貯水槽
等を造り、市街地の雨水防火水槽として多面的な機能を持
たせること。

○水害防止を目指して取り組む道路、河川の対策等について
（水害を受けた市街地等の現状、課題と対策について）

建設水道常任委員会

これからも「開かれた議会、活動する議会」を
めざして活発な常任委員会活動を進めます。

主な調査研究テーマ常任委員会名

人口対策について総　　務

公設市場について環境経済

医療費の実態について文教民生

社会資本の老朽化対策について
（社会資本の維持管理・更新・イ
ンフラ長寿命化計画）

建設水道

老
朽
化
す
る
公
共

イ
ン
フ
ラ
を
ど
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

の
か
？

公
設
市
場
の
経
営

改
善
を
ど
う
進
め

る
の
か
？
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市
政
を

問
う
9月定例会で13人が登壇

鹿沼市政について質問をしました

9/10～12
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

人
口
が
減
少
す
る
の
は
避
け
ら
れ

な
い
事
実
と
考
え
る
が
、
人
口
減
少

社
会
へ
の
対
応
を
伺
う
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
対
策
を
ま
と
め
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
今
年
４
月
に
人
口
が

　

万
人
を
割
り
込
み
、
市
総
合
計
画

１０の
推
計
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
総
合
計
画
の

見
込
み
と
の
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
人
口
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る

事
業
を
着
実
に
進
め
、
新
た
な
事
業

も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
速
や
か
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
な
ど
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
本
市
の
住
み
良

さ
を
最
大
限
に
P
R
す
る
こ
と
で
減

少
率
を
抑
え
、
一
定
の
人
口
を
保
つ

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

国
や
栃
木
県
の
対
策
の
積
極
的
な
導

入
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
企

業
誘
致
等
広
域
的
な
取
り
組
み
も
進

め
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
人
口
が
増

え
な
く
て
は
成
長
し
な
い
、
豊
か
に

な
ら
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
思
考
を

変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。
外
国
人
を
含
む
多
く
の
交
流
人

口
の
受
け
入
れ
、
地
域
経
済
の
新
た

な
循
環
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

人
口
問
題
に
つ
い
て
伺

人
口
問
題
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

答　
　

弁
（
市
長
）

鹿沼市の人口の推移
（各年１０月１日現在の推計人口）

世帯数（世帯）人口（人）年次

２４,４３６９５,９９９昭和５５年

２７,２１６１００,６５０平成元年

２９,５８９１０３,２５７平成５年

３１,８４２１０４,５２８平成１０年

３３,２２８１０４,２４６平成１５年

３５,０１８１０３,２７８平成２０年

３５,６１０１００,３６９平成２５年

３５,８６９９９,４８６平成２６年

推計人口…国勢調査を基礎とし
て、毎月の出生・死亡・転入・
転出を加減して算出された推計
値をもとにした人口数
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市
有
施
設
の
土
地
貸
し
に
よ
る
太

陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

鹿
沼
フ
ェニッ
ク
ス
地
内
を
選

定
し
ま
し
た
。

　

対
象
施
設
は
磯
町
の
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
、
鹿
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

内
南
側
の
土
地
で
面
積
は
約
６
千
平

方
メ
ー
ト
ル
、
発
電
能
力
は　

キ
ロ

４００

ワ
ッ
ト
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
昨
年
度
屋
根
貸
し
事
業

を
実
施
し
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿

荘
の
屋
根
に　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電

４９.５

設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

よ
り
規
模
の
大
き
い
太
陽
光
発
電
施

設
の
導
入
を
目
指
す
た
め
、
一
定
規

模
の
面
積
が
あ
り
、
日
照
条
件
が
よ

く
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
買
取
期

間
で
あ
る　

年
間
貸
し
出
し
が
可
能

２０

な
遊
休
地
と
し
て
鹿
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
内
の
土
地
を
選
定
し
ま
し
た
。
７

月　

日
に
公
募
を
開
始
し
、
同
日
か

２８
ら
９
月　

日
ま
で
施
設
見
学
の
受
付

１２

け
、
９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
を
申

２２

２９

請
書
提
出
期
間
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
７
社
が
現
地
を
見
学
し
ま
し

た
。　

月
中
旬
に
選
定
委
員
会
に
よ

１０

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
行

い
、　

月
下
旬
に
事
業
者
を
選
定
す

１０

る
予
定
で
す
。　

年
の
契
約
終
了
後

２０

は
地
元
の
意
向
や
そ
の
後
の
土
地
利

用
等
を
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
伺
う

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

▲現市庁舎本館1階

　

新
庁
舎
整
備
の
延
期
は
、
誰
が
、

い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
を
判
断
し
て

決
定
す
る
の
か
伺
う
。

今
後
の
推
移
を
見
極
め
つ
つ

判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
整
備
は
、
本
市
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
そ
の

指
針
と
な
る
も
の
が
基
本
構
想
で
す
。

　

地
区
説
明
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え

て
８
月
１
日
に
政
策
会
議
を
兼
ね
た

本
部
会
議
を
開
催
し
、
最
終
的
な
基

本
構
想
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成　
３２

年
度
を
完
了
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、

震
災
復
興
事
業
や
２
０
２
０
年
度
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
よ
る
建
設
需
要
の
高
ま
り
に
よ

り
、
労
務
費
や
建
設
資
機
材
等
が
高

騰
し
、
建
設
工
事
費
が
急
上
昇
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
契
約
、
着
工
す
る
こ
と
が
適
切

な
の
か
ど
う
か
見
極
め
て
判
断
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
延
期

決
定
の
時
期
は
、
基
本
計
画
策
定
後
、

基
本
設
計
に
入
る
前
に
判
断
し
ま
す

が
、
本
部
会
議
や
庁
議
を
経
て
、
市

議
会
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
行
政
の
長
と
し
て
私
が

判
断
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
延
期
や
規
模
の
縮
小

に
つ
い
て
も
必
要
性
を
見
極
め
な
が

ら
柔
軟
に
検
討
し
ま
す
。

質　
　

問

▲千寿荘の屋根に設置された発電設備

答　
　

弁
（
市
長
）

答　
　

弁
（
環
境
部
長
）
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障
害
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

連
携
し
て
計
画
作
成
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

７
月
末
現
在
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
障
が
い
者
は　

人
お
り
、

７４０

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
件
数

は　

件
で
進
捗
率
は　

パ
ー
セ
ン
ト

１９３

２６

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
は
市
内
２
カ
所
の
相

１２

談
支
援
事
業
所
、
４
人
の
相
談
支
援

専
門
員
で
計
画
の
策
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
５
カ
所
の
相
談
支
援

事
業
所
、
８
人
の
相
談
支
援
専
門
員

で
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。「
鹿
沼

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
に
お
い

て
、
計
画
作
成
に
つ
い
て
協
議
し
、

進
捗
状
況
や
現
状
を
説
明
し
て
、
情

報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
連
携

し
て
作
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
支
援
事
業
所
で
作
成

す
る
ほ
か
、
利
用
者
本
人
が
家
族
や

施
設
等
の
支
援
委
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
作
成
す
る
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
も
あ

り
ま
す
。
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
は
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼

し
て
お
り
、
相
談
支
援
事
業
所
及
び

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
連
携
し
て
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
の
作
成
も
検
討
し
な
が
ら

来
年
４
月
に
は
利
用
者
全
員
が
計
画

を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

福
祉
行
政
に
つ
い
て
伺
う

　　

計
画
策
定
の
目
的
、
作
業
体
制
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
を
伺
う
。

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
策
定

し
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
鹿
沼
市
が
管
理
す
る

全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
、
施
設

の
効
果
的
・
効
率
的
な
配
置
、
長
寿

命
化
、
維
持
管
理
費
の
削
減
、
管
理

や
費
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
一
元
管

理
を
目
的
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
が
方
針
決

定
を
行
う
策
定
母
体
と
な
り
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
具
体
的

な
調
査
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
策
定
に
着
手
し
、

施
設
の
現
状
や
維
持
管
理
費
等
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
半
ば
ま
で
に
基
本
方
針
等
を

２７ま
と
め
、
年
度
末
ま
で
に
は
案
を
示

し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

計
画
を
決
定
し
ま
す
。
計
画
期
間
は

平
成　

年
度
か
ら
約　

年
と
す
る
予

２８

２０

定
で
す
。
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

学
校
の
統
廃
合
等
を
含
め
た
公
共
施

設
の
あ
り
方
や
維
持
管
理
費
の
確
保

は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
庁
舎
建
設

に
も
関
連
す
る
も
の
で
す
。
本
市
に

と
っ
て
重
要
な
計
画
と
な
り
ま
す
の

で
、
現
状
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
と

も
に
、
将
来
を
よ
く
見
据
え
な
が
ら

策
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

市が管理するすべての公共施設が対象です。市が管理するすべての公共施設が対象です。

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

　

「セルフプラン」とは

　サービス等利用計画・障害児支援
利用計画と同様、利用者等の希望
する生活・サービスなどを記載し、サー
ビス利用者を支援するための計画で
す。利用者本人や家族などが作成し
ますが、容易に記載できる様式となっ
ています。
　また、相談支援事業者が作成する
計画とは異なり、サービス等利用計画
（本計画）の作成や支給決定後のモ
ニタリングの実施は必要ありません。



（７） ２０１４　１８４号

　

貧
困
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
子
ど

も
の
学
習
支
援
の
実
態
と
対
策
を
示

せ
。

き
め
細
や
か
な
学
習
支
援
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
困
窮
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
子
ど
も
に
つ
い
て
の
経
済

的
な
支
援
と
し
て
、
生
活
保
護
の
教

育
扶
助
や
就
学
援
助
制
度
で
対
応
し
、

給
食
費
や
学
用
品
、
通
学
用
品
等
の

教
育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
貧
困
対
策
と
し

て
特
別
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
授
業
で
は
習
熟
度
別
学
習

や
、
複
数
の
教
師
に
よ
る
少
人
数
指

導
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
児
童
生

徒
に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
生

２７

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、
生
活
保

護
に
至
る
手
前
の
段
階
の
自
立
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
支
援
を
行
な
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
市
に
お

け
る
事
業
実
施
主
体
、
実
施
可
能
な

事
業
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
を
含
め
、
円
滑
な
実
施
を
図
る

た
め
、
全
庁
的
な
組
織
体
制
に
よ
り
、

関
係
機
関
等
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

伺
う

　

鹿
沼
市
の
産
業
別
の
総
出
荷
額
、

今
後
の
伸
び
率
や
目
標
額
、
こ
れ
か

ら
の
戦
略
を
示
せ
。

業
界
、
企
業
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
市
の
産
業
は
、
高
度
経
済
成
長

以
降
、
農
業
公
社
や
花
木
セ
ン
タ
ー

等
、
農
業
の
新
た
な
拠
点
整
備
と
と

も
に
、
木
工
団
地
、
工
業
団
地
、
流

通
業
務
団
地
な
ど
の
新
た
な
産
業
基

盤
の
整
備
に
よ
り
、
工
業
が
発
展
し

現
在
は
農
林
商
工
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
産
業
構
造
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用

し
、
首
都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

食
料
や
住
宅
資
材
の
供
給
基
地
と
し

て
の
地
位
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
世

界
に
通
用
す
る
高
度
な
技
術
力
や
農

産
物
な
ど
「
鹿
沼
の
チ
カ
ラ
」
を
強

く
栃
木
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
販

路
を
拡
大
す
る
こ
と
、
満
足
度
の
向

上
に
よ
る
再
来
訪
の
促
進
を
図
る
こ

と
な
ど
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

農
業
、
工
業
、
林
業
、
観
光
各
部

門
の
目
標
額
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ

て
い
る
も
の
以
外
、
特
に
設
定
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
目
標
値
は
そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
や
個
々
の
企
業
が
設
定
す
る

も
の
と
し
、
市
と
し
て
は
そ
れ
を
応

援
す
る
立
場
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

増増増増増増増増増増増 渕　靖弘 議員

経
済
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

　

過去５年間の総出荷額

H２５H２４H２３H２２H２１産業

３５億３,６００万円３８億３,３００万円３７億９,４００万円３７億５,４００万円３７億７,９００万円農業

３,３０３億６,７９１万円３,３０３億３,５９７万円３,８１１億３,６９８万円３,５１３億４,２４７万円工業

５億５,３５０万円４億９,４００万円林業

※農業は主要農産物であるイチゴ、ニラ、トマトの販売額です。
※工業は平成２４年度が最新のデータです。
※林業は、原木の出荷額で隔年で調査を実施しています。

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）



（８）２０１４　１８４号

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提
供
、

学
校
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

月
か
ら
対
応
食
を
提
供
し

１１ま
す
。

　

平
成　

年
度
夏
季
休
業
中
、
鹿
沼

２６

市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
除
去
食
や
代

替
食
等
の
対
応
食
を
つ
く
る
た
め
の

コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。
鹿
沼

市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
大
量

調
理
施
設
な
の
で
、
安
全
面
を
考
慮

し
、
学
校
と
の
協
議
の
上
、
卵
、
乳

及
び
乳
製
品
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
対
応
食

を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

保
護
者
と
の
面
談
を
実
施
し
、
同
意

を
得
た
上
で　

月
か
ら
対
応
食
を
提

１１

供
す
る
予
定
で
す
。

　

教
職
員
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
、
平
成　

年
４

２６

月
に
作
成
し
た
「
学
校
給
食
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
手

引
き
」
を
活
用
し
、
学
校
長
、
養
護

教
諭
、
給
食
主
任
を
対
象
に
研
修
会

を
実
施
し
、
今
年
度
は
栃
木
県
教
育

委
員
会
主
催
で
学
級
担
任
を
対
象
に

し
た
研
修
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
更

に
エ
ピ
ペ
ン
を
所
持
す
る
児
童
生
徒

の
い
る
学
校
で
は
児
童
生
徒
の
主
治

医
を
招
き
、
学
校
内
に
お
い
て
エ
ピ

ペ
ン
の
使
用
方
法
や
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
伺
う

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
状
況

を
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
自
然
災
害
の
予
防
、
啓

発
に
つ
い
て
伺
う
。

新
し
い
防
災
マッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
現
在
の
防
災
マ
ッ

２６

プ
を
見
直
し
て
新
た
に
作
成
し
、
全

戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。作
成
に
あ

わ
せ
地
区
別
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
含

む
防
災
マッ
プ
の
作
成
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。鹿
沼
市
で
は
「
か

ぬ
ま
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
の
メ

ニュ
ー
の
一
つ
に「
防
災
対
策
に
つい
て
」

が
あ
り
、
各
地
区
の
自
主
防
災
会
等

が
主
催
す
る
講
習
や
学
習
会
で
、
講

座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。更
に
P

R
に
努
め
、
研
修
や
訓
練
の
開
催
を

促
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
は
、
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
き
栃
木
県
が
調

査
し
、
指
定
し
ま
す
。地
域
内
の
き
め

細
や
か
な
危
険
箇
所
は
、
防
災
マ
ッ

プ
等
を
も
と
に
自
治
会
で
避
難
経
路

や
危
険
箇
所
を
書
き
込
み
地
域
版
の

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
近
隣
住
民
の
皆

さ
ん
が
共
有
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

市
、
栃
木
県
、
警
察
等
の
関
係
機
関

が
毎
年
地
区
を
指
定
し
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
６
月
に

西
大
芦
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

大
規
模
災
害
の
発
生
予
防
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

「ハザードマップ」とは

　ハザードマップとは、自然災害による
被害を予測し、その被害範囲を地図化し
たものです。予測される災害の発生地点、
被害の拡大範囲および被害程度、さら
には避難経路、避難場所などの情報が
既存の地図上に図示されています。
　ハザードマップを利用することにより、
災害発生時に住民等が迅速・的確に避
難を行うことができ、また二次災害発生
予想箇所を避けることができるので、災
害による被害の低減に非常に有効です。

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

　

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲共同調理場にアレルギー対応食を作るコーナーを整備しました。



（９） ２０１４　１８４号

　
「
小
さ
な
図
書
館
」
の
運
営
方
法
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
度
、
目
標
を

伺
う
。

読
書
の
盛
ん
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
市
内
に
店
舗
を
構
え

る
事
業
者
や
N
P
O
法
人
「
か
ぬ
ま

市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
等
と
図

書
館
が
連
携
を
図
り
、
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
役
割
と
し
て
、
参
加
店
に

本
の
団
体
貸
出
や
リ
ク
エ
ス
ト
本
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
対
応
を
し
ま
す
。

店
内
に
お
薦
め
の
本
や
お
気
に
入
り

の
本
を
置
い
て
、
お
客
様
に
く
つ
ろ

ぎ
の
読
書
空
間
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
若
い
人
た
ち
の
読
書

に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
ま
た
本

を
通
し
た
市
民
交
流
の
場
と
し
て
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
参
加
店
を
募
っ
て
い
ま
す
が
、

参
加
す
る
店
の
支
援
を
行
な
う
こ
と

で
図
書
館
の
利
用
促
進
と
市
民
の
読

書
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
鹿
沼
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
K
L
V
が
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
街
角
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多
方
面
か

ら
の
読
書
活
動
の
環
境
づ
く
り
を
向

上
さ
せ
読
書
の
盛
ん
な
ま
ち
を
目
指

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

図
書
館
運
営
に
つ
い
て
伺
う

　

中
学
校
の
生
徒
指
導
の
現
状
と
改

善
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
ど
の
様

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
示
せ
。

指
導
助
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
上
の
様
々
な
課
題
を
抱

え
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
学

校
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
学
校
で
は
、
改
善
に
向

け
て
学
校
と
保
護
者
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
Q－

U
）
に
基
づ
き
、
学
級
集

団
づ
く
り
に
向
け
た
対
応
策
を
指
導

主
事
も
加
わ
り
校
内
研
修
会
で
検
討

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
全
学
年
、
全
ク

ラ
ス
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
学
び
に
向
か
う
学
級
集
団

の
育
成
に
向
け
て
実
践
で
き
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
し
て
指
導
助
言
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

個
別
の
対
応
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
専
門
員
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
学
校
生
活
に
不
適
応
を
お
こ
す

生
徒
は
、
発
達
障
が
い
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
専
門
的
な
知
識

や
技
能
を
持
つ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
専
門
員
を
派
遣

し
生
徒
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
反
社
会
的
な
行
動
を
起
こ
す

生
徒
が
い
た
場
合
に
は
鹿
沼
警
察
署

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
規
範
意
識
の

向
上
に
向
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩 入　佳子 議員

教
育
の
諸
問
題
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

「Q－U」とは

　QUESTIONNAIRE―UTILITIES
（楽しい学校生活を送るためのア
ンケート）の略。学級集団の状態
や、子ども一人一人の意欲・満足
感などを測定できるとされるアン
ケート（質問紙）です。その分析
結果から、不登校になる可能性の
高い子ども、いじめを受けている
可能性の高い子ども、学校生活の
意欲が低下している子どもなどを
発見し、早期対応につなげること

ができます。また、学級集団傾向
のタイプ別診断から、教師はこれ
までの指導を見直し、問題解決に
向けて学級経営や授業を工夫した
りすることができます。

答　
　

弁
（
教
育
長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

「小さな図書館」とは

　店内に店主のおすすめの本やお
気に入りの本を置いて「くつろぎ
の読書空間」を提供するものです。
　読書離れが進む若い人たちを
ターゲットに、お店で自由に飲食
しながら本に親しんでもらうこと
で、心に残る本との出会いや、ビ
ブリオバトル等のイベントを通し
た新たな市民交流が期待されます。

加盟店一覧
○鹿沼市役所1階　夢未来
○Cafe　饗茶庵本店
○日光珈琲　朱雀
○鹿沼市民活動広場ふらっと
○屋台のまち中央公園みまち食堂
○LePerican Rouge（ルペリカンルージュ）
○hanadokoro enn（ハナドコロエン）
○Canalde Panama（カナル・デ・パナマ）
○レンタルボックスhaco（ハコ）
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本
市
の
平
和
行
政
の
概
要
を
示
せ
。

硫
黄
島
へ
の
派
遣
事
業
、
全
市
民
へ

の
啓
発
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
戦
後　

年
に
あ
た
る
平

５０

成
７
年
に
平
和
都
市
宣
言
を
し
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
達
成
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
平
成
９
年
度
か
ら

中
学
生
の
広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
和
記
念

式
典
参
列
の
ほ
か
、
今
年
度
も
平
和

記
念
資
料
館
等
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
事
業
内
容
は
広
報
か
ぬ
ま
へ
の

掲
載
、
事
業
実
施
報
告
書
作
成
を
通

し
広
く
市
民
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

硫
黄
島
は
、
小
笠
原
諸
島
の
南
端

に
位
置
し
、
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
則
、

民
間
人
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て

お
り
、
現
在
硫
黄
島
を
訪
れ
る
の
は

遺
族
の
方
た
ち
に
よ
る
慰
霊
、
遺
骨

収
集
を
目
的
と
し
た
派
遣
団
等
で
あ

り
、
市
の
事
業
と
し
て
硫
黄
島
派
遣

を
行
う
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
戦
後　
７０

年
を
迎
え
ま
す
。
我
が
国
が　

年
間

７０

平
和
を
守
っ
て
き
た
こ
と
、　

年
前

７０

の
戦
争
で
多
く
の
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
が
い
る
こ
と
を
後
世
に
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

平
和
行
政
の
更
な
る
推
進
に

つ
い
て
伺
う

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
堆
肥
搬
入
中
止
は

畜
産
農
家
の
経
営
へ
の
打
撃
、
環
境

の
悪
化
等
、
行
政
に
は
責
任
が
あ
る

と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

①
畜
産
農
家
と
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
し
た
の
か

②
ど
の
よ
う
に
責
任
を
と
る
の
か

今
後
も
堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

　

①
７
月　

日
、　

日
に
畜
種
ご
と

２９

３０

の
説
明
会
を
実
施
し
、
施
設
の
現
状

と
今
後
の
対
応
等
を
説
明
し
、
農
家

か
ら
も
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。全
て
の
畜
産
農
家
か
ら
「
セ
ン

タ
ー
を
継
続
す
る
た
め
な
ら
協
力
す

る
」と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

②
今
回
は
急
に
家
畜
ふ
ん
尿
の
受

け
入
れ
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
準
備
が
十
分
で

な
い
ま
ま
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
と

な
り
申
し
訳
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
予
想
を
超
え
て
施
設
の
腐
食

が
進
み
、
危
険
性
が
増
し
た
状
況
の

中
で
働
く
職
員
の
命
を
守
る
た
め
、

施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
し
た
。
今
後
も
、
堆
肥

化
セ
ン
タ
ー
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
が
行
政
の
責
任
で
あ
り
、
利
用
畜

産
農
家
の
た
め
で
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。
畜
産
農
家
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
要

望
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
の

問
題
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲堆肥化センター▲中学生の広島平和記念式典派遣事業

「鹿沼市堆肥化センター」の現状について

　一次発酵槽西側部分が急激に腐
食し、施設内作業員の安全を確保す
るため８月８日に西側入口を閉鎖しま
した。閉鎖期間中は、二次発酵槽を使
用し一次発酵させた家畜ふん尿、木く
ず等を受け入れますが、それ以外の受
け入れを中止します。来年１月までに
臨時前処理場の整備を行い、整備後
は水分率を下げた家畜ふん尿を搬入
し、臨時前処理場と一次発酵槽出口、
二次発酵槽で堆肥化を行う予定です。

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）
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意見書の提出人　事
　本会議で人事が決まりました。

　　　人権擁護委員候補者の推薦
　　　　　　木村　孝夫（きむらたかお・板荷）

　平成１８年１２月に採択された国連の障害者権利条約に
は、「手話は言語」であることが明記され、国は本年
１月に障害者権利条約を批准した。
　批准に先立ち国は国内法の整備を進め、平成２３年８
月に成立した「改正障害者基本法」では「全ての障害
者は、可能な限り言語（手話を含む）その他の意思疎
通のための手段についての選択の機会が確保される」
と定められた。
　また、同法第２２条では、国・地方公共団体に対して
情報保障施策を義務付けており、手話が音声言語と対
等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子
どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使
え、さらには手話を言語として普及、研究することの
できる環境整備に向けた法整備を国として実現するこ
とが必要であると考える。よって国において下記の事
項を踏まえた「手話言語法（仮称）」の制定を強く求
める。
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民
に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話で
学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として
普及、研究することができる環境整備を目的とした
「手話言語法（仮称）」を制定すること。

■議員案第９号　　「手話言語法（仮称）」の制定を求め
る意見書の提出について

議員案として可決し関係機関に送付しました

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常
勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年で、
再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用
の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の
普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権
を擁護していく活動をしている。

葛用語解説「人権擁護委員」

　　　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　大川　芳宏　（おおかわよしひろ・西茂呂）

　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳に登録された価
格に関する納税者の不服を公正、中立な立場で審査決定するため、
地方税法に基づき設置された第三者機関。委員は、鹿沼市の住民、
市民税の納税義務者、または固定資産の評価について学識経験を
有する者の中から、議会の同意を得て市長が選任する。

葛用語解説「固定資産評価審査委員会委員」

平成２６年第３回

9月定例会の結果 定例会で人事や意見書の提出が決まりました。

　　　鹿沼市教育委員会委員
　　　　　　齋藤　　正（さいとうただし・上粕尾）

　教育においては政治的中立性と安定性の確保が強く要求され
るため、地方公共団体の長から独立した行政機関として教育委員
会が設置され、教育についての方針や施策は教育委員会の合議で
決定される。委員は人格が高潔で教育・学術及び文化に関し識見
を有する者のうちから議会の同意を得て市長が任命する。

葛用語解説「教育委員会委員」

　さつきロードは、栃木県が本市からの整備要望に応
え、鹿沼・宇都宮地域間交通体系の秩序ある形成を図
りつつ、地域産業の振興・発展に寄与することを目的
として建設したもので、鹿沼工業団地やとちぎ流通セ
ンターと北関東自動車道宇都宮・上三川インターチェ
ンジ周辺を最短距離で結ぶものです。
　現在、さつきロードは栃木県道路公社で管理運営さ
れていますが、午前６時から午後１１時までの通行は有
料となっています。しかし、宇都宮市沿線地域には、
多くの民間商業施設が立地していることから生活道路
として利用されており、鹿沼市側では鹿沼インター
チェンジに至近距離で接続するため産業道路としても
広く東北自動車道利用者への利便を供しています。
　利用実態を考慮し鹿沼・宇都宮両市民ばかりでなく
県民全体の福祉の向上と県央地域の商工業のさらなる
活性化と産業発展に資するため、さつきロードの終日
無料化を要望します。

■議員案第１０号　　さつきロード通行無料化を求める意
見書の提出について
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認定１１件、市長提出議案２８件、議員提出議案５件が提出されました。
議員数２５名、表決参加議員数２４名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

平
成　

年
度　

補
正
予
算

２６

認定４　平成２５年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計歳入
　～１１　歳出決算の認定についてなど決算の認定８件
（１４ページをご覧ください）

賛否の分かれた議案
認定１　平成２５年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の認定

（１４ページをご覧ください）
認定２　平成２５年度鹿沼市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定（１４ページをご覧ください）
認定３　平成２５年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計歳入歳

出決算の認定（１４ページをご覧ください）

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅・小川清正
【無所属】鰕原一男　【無所属】佐藤誠
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

反
対 【日本共産党】芳田利雄

全議員が賛成した議案

議案５８　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算
７億６,３５７万２千円の増、総額４２７億１,０７７万６千円

議案５９　平成２６年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算

６億１,７９２万８千円の増、総額１１９億６,７９２万８千円
議案６０　平成２６年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計

補正予算
歳入予算の更正

議案６１　平成２６年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補
正予算

歳入予算の更正
議案６２　平成２６年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特

別会計補正予算
１８８万４千円の増、総額２,１０８万４千円

議案６３　平成２６年度鹿沼市見笹霊園事業費特別会計補
正予算

歳入予算の更正
議案６４　平成２６年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会

計補正予算
歳入予算の更正

議案６５　平成２６年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算
１億１,３８９万９千円の増、予算総額７３億３,４８９万９千円

議案６６　平成２６年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算

６９万２千円の増、総額９億３,７９９万２千円
議案６７　平成２６年度鹿沼市財産区管理会特別会計補正

予算
２７４万９千円の増、総額１,７４８万９千円

議案６８　平成２６年度鹿沼市水道事業会計補正予算
収益的支出において、支出総額を６００万円の増、資本的支出に
おいて、支出総額を３,６９９万４千円とする

条
例
の
一
部
改
正

決
算

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名

剰
余
金

議案５７　平成２５年度鹿沼市水道事業会計未処分利益剰
余金処分

未処分利益剰余金２３３,９５８,６５３円のうち、１千万円を減債積立
金に、１千万円を利益積立金に、２１３,９５８,６５３円を建設改良積立
金に、それぞれ積み立てます。

議案７４　鹿沼市職員の退職手当に関する条例
国家公務員退職手当法の一部改正に準じ、勧奨退職制度を廃
止し、新たに定年前早期退職者制度を設けるためのものです。

議案７５　鹿沼市税条例等
地方税法等の一部改正に伴い、法人市民税の法人税割及び軽
自動車税の税率の改正並びに償却資産に対する固定資産税の
課税標準の特例に係る軽減割合を定めるものです。

議案７９　鹿沼市こども発達支援センター条例
児童福祉法の一部改正に伴い、あおば園が指定相談支援事業
者として、障害児相談支援事業を行うためのものです。

陳情２　総務省特別交付税措置を活用した病院運営費助成制
度創設に関する支援陳情
上都賀厚生農業協同組合連合会代表理事会長、上都賀総合病
院病院長より提出された陳情。医師、看護師不足、消費税増税、
地域医療の崩壊等により病院経営が非常に厳しい状況にある
ことから、新たな運営費助成制度の創設を要望するものです。

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅・小川清正
【無所属】鰕原一男
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

反
対

【日本共産党】芳田利雄
【無所属】佐藤誠 可決可決

賛成2
2名

反対  
2名賛成2
2名

反対  
2名

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成
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条
例
の
制
定

議案７６　鹿沼市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の制定

子ども・子育て支援法の施行に伴い、特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関する基準を定めるためのもの
です。

議案７７　鹿沼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定

児童福祉法の一部改正に伴い、家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定めるためのものです。

議案７８　鹿沼市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定

児童福祉法の一部改正に伴い、放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定めるためのものです。

議案８０　鹿沼市景観条例の制定　
（１４ページをご覧ください）

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善処
を要望することです。
そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　A４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

そ
の
他

議案７０　損害賠償の額の決定及び和解
（株）ニッパンレンタル所有の普通貨物自動車に衝突し、破損
されたことに対し、損害賠償の額１００万７,３９９円を支払い和解す
るものです。

議案７３　字の廃止及び字の区域の変更
県営藤江地区土地改良（区画整理）事業施行の結果、事業実施
後の土地等の現況に符号しない字の区域が生じたため、事業
区域内の字を廃止するとともに、字の区域を変更するための
ものです。

人　

事

議案８１　人権擁護委員候補者の推薦
（１１ページをご覧ください）

議案８２　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員の選任
（１１ページをご覧ください）

議案８３　鹿沼市教育委員会委員の任命
（１１ページをご覧ください）

議
員
提
出
議
案

議員案６　決算特別委員会の設置
平成２５年度鹿沼市一般会計及び特別会計の決算を審査するた
め特別委員会を設置しました。

議員案７　各常任委員会への特定調査事件付託
議会は、各常任委員会（総務・環境経済・文教民生・建設水
道）に対し特定事件について、閉会中の調査を付託しました。

議員案８　議会運営委員会への調査事件付託
議会は、議会運営委員会に特定事件①付託調査事項②議会閉
会中の継続調査について、閉会中の調査を付託しました。

議員案９　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書
（１１ページをご覧ください）

議員案１０　さつきロード通行無料化を求める意見書
（１１ページをご覧ください）

物
品
購
入
・
工
事
請
負

議案６９　物品購入契約の締結
（１４ページをご覧ください）

議案７１　工事請負契約の締結
南押原コミュニティセンター改築工事（建築工事）の事後審査
型条件付き一般競争入札を去る７月２３日に行い、佐野屋建設
（株）が１億６,２５４万円で落札したので、本契約を締結するため
のものです。　（１４ページをご覧ください）

議案７２　工事請負契約の変更
平成２５年１２月２０日第９３号議案として議決された（仮称）北部地
区拠点保育園新築工事（建築工事）について、賃金等の急激な
高騰に対処するためインフレスライド条項を適用し、契約金
額を２億４,３０８万６千４００円とするためのものです。
議案８４　工事請負契約の締結
千渡雨水第三調整池建設工事その２の事後審査型条件付き一
般競争入札を去る８月２２日に行い、神谷建設（株）が１億８,３３８
万４千円で落札したので本契約を締結するためのものです。

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成
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鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

　

　引き続き厳しい財政の実態を認識し、極力経費節減に努めながら、２年目を迎え
た第６次鹿沼市総合計画「ふるさと　かぬま『絆』ビジョン」の着実な推進をめざ
し、議決された予算の目的達成を図るよう努めた結果、歳出予算における執行率は
９２.９％、翌年度への繰越事業を含めると９７.３％であり行政需要に応え得る執行をし
ました。また、各特別会計とも実質収支において黒字決算となり、行政目的を達し
ました。

～財政の効率化・健全性の確保に努めます～

鹿沼市の決算を認定しました。
■認定第１号～第１１号　　平成２５年度鹿沼市一般会計及び各特別会計の

決算の認定について

　災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入に係る指名競争入札を去る８月１８日に
行い、ジーエムいちはら工業（株）が５,３６７万６千円で落札したので、本契約を締結
するためのものです。今回購入する車輌には鹿沼市消防本部で初めて圧縮空気泡消
火装置が搭載されており、消火効率や消防隊員の活動性が大幅に向上することが見
込まれます。

～地域の安全安心を守ります～

新しい消防ポンプ車が配備されます。
■議案第６９号　物品購入契約の締結について

▲現在の南押原コミュニティセンタ―

　南押原コミュニティセンター改築工事（建築工事）の事後審査型条件付き一般競
争入札を去る７月２３日に行い、佐野屋建設（株）が１億６,２５４万円で落札したので、
本契約を締結するためのものです。建物は木造・木質化を図り、千葉省三の記念館
も併設され、平成２７年度の完成を目指します。

～地域コミュニティの拠点整備～

南押原コミュニティセンターが改築されます。
■議案第７１号　工事請負契約の締結について

　景観に関する総合的な法律である「景観法」の制定後、鹿沼市では良好な景観づ
くりを進めるため平成２３年７月に景観行政団体となり、広く市民の声を聞きながら、
第６次鹿沼市総合計画や、鹿沼市都市計画マスタープランとの整合をはかり鹿沼市
景観計画を定めました。この条例は、市民、事業者及び市が協働して本市の豊かな
自然や歴史、文化等の資源を生かした良好な景観の形成を促進し、暮らしやすく魅
力的なまちづくりに寄与するために制定されました。

～市民・事業者・行政の協働による景観づくり～

鹿沼市景観条例が制定されました。
■議案第８０号　鹿沼市景観条例の制定について

▲今回購入する車輌と同型の消防ポンプ車
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総務常任委員会

委 員 長 副委員長

委員 鰕原　一男

大貫　武男

小松　英夫

小川　清正

小林　　充 荒井　正行

文教民生常任委員会

委 員 長 副委員長

委員 津久井健吉

小島　　実

橋本　正男

塩入　佳子

船生　哲夫鈴木　敏雄 増渕　靖弘

環境経済常任委員会

委 員 長 副委員長

委員 谷中　恵子

赤坂日出男

冨久田耕平

芳田　利雄

舘野　裕昭 湯澤　英之

建設水道常任委員会

委 員 長 副委員長

委員 佐藤　　誠

横尾　武男

関口　正一

大島　久幸

大貫　　毅 筧　　則男

議会運営委員会

委 員 長 副委員長

委員 大貫　　毅
鈴木　敏雄
小林　　充
筧　　則男
増渕　靖弘
小松　英夫
船生　哲夫冨久田耕平 谷中　恵子

新・委員を選任しました。
9月29日議会最終日に議会運営委員会・各常任委
員会の改選を行い、記載のとおり決定しました。

　７月に開催された今年度の「議会報告会・意見交換会」のア
ンケートの集計結果がまとまり、９月１７日に開催された広報広
聴委員会において内容を検討しました。また、会場で市民より
出された意見「森林・農地の保全、治水など中山間地域の諸問
題」、「南摩ダム建設に係る議会の対応」を政策調査・研究委員
会で、「議会改革について」を議会改革調査特別委員会で協議す
るよう要請しました。

○参加者について
　平成２５年度に行った議会報告会・意見交換会の参加者は８
地区で２１５人で、地区平均は２６.９人でした。
　今年度は９地区で開催し、参加者４３１人、１地区平均約
４７.９人で、前年度の約２００%となっています。性別では男性
３７０人、女性６１人です。
　アンケートに回答いただいた３６３人（回答率８４.２％）では、
参加者の年齢は、６０代が１９６人（５４％）と最も多く、５０代以
上の年齢層が３２８人（９０％）を占めています。
　アンケートの中で女性や若い方の参加が少ないとの意見
も見られますので、周知方法について検討する必要がある
と考えられます。

○内容について
　議会報告会の内容については、議会の概要については
５６%の方が良いと答えている一方で、約３７.５%の方から内容
を検討すべきとの意見が出ています。また、活動内容は約
８０%の方が良い、まあ良いと回答しています。
　意見交換会は約５１%の人から、概ね評価されていますが、
約２分の１の方は検討が必要との意見です。特に今年度課
題となったテーマの必要性では、必要との意見は９.９%でし
た。

○主な自由意見
【議会報告の内容について】
・議員定数の検討
・議員それぞれの基本政策を伺いたい
・具体的な成果を説明してほしかった
【意見交換会について】
・地域ごとの重要課題
・テーマを事前にアンケートで決める
・行政への意見は受けられないとのことで、何を言ってい
いのかわからない

【全体への意見】
・初めて参加したが、良い経験をした
・議員の方々の活動を知ることができて勉強になった
・若い人の意見が出せるように地区別でなく全体で年齢別
に開催しては

・説明するだけで、答えがない
・出席議員としての意見がないため、交換会として機能し
ない

・今後も継続してほしい

アンケートにご協力ありがとうございました。
議会報告会・意見交換会集計結果



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.4円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

さつきロード終日無料化を要望
　１０月１４日に、議長、副議長が、鹿沼商
工会議所の木村剛考会頭らと、栃木県庁
を訪問し、宇都宮鹿沼道路（通称さつき
ロード）の通行無料化を求める意見書を
福田富一知事に提出しました。今後、開
催される国体等のスポーツイベントでの
利便性、地域産業の振興発展のために終
日無料化することを要望しました。

北海道新幹線と「はやぶさ」の宇都宮駅停車を求めます
　１０月１６日ニューサンピア栃木（鹿沼市
栃窪）で栃木県市議会議長会議が開催さ
れました。この会議で２０１６年３月の北海
道新幹線開業に向けて、北海道新幹線の
車輌、東北新幹線「はやぶさ」のJR宇都
宮駅停車の実現を求める決議を採択しま
した。また、今回の開催市は鹿沼市でも
あり、佐藤信鹿沼市長による講演も行わ
れ、粟野第一小、秋まつりなど市のPRと
ともにこれからの執行部と議会の関係等
について有意義なお話をしていただきま
した。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　 本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイトYouTubeで本会議の
映像を録画配信しています。鹿沼市ホー
ムページの「市議会」バナーより入り、
ご覧になりたい内容をクリックしてくだ
さい。

11/17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

11月
月 火 水 木 金 土 日

12月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
　鹿沼市が誇る、大芦渓谷の紅葉スポッ
トです。白井平橋の大もみじ周辺は澄ん
だ清流と素晴らしい景観を求めて多くの
カメラマンが訪れます。（写真提供：鹿沼
市観光交流課）


